
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 

だ
よ
り 令和８年６月２６日 No.８ 

- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 

雨天のため一日延期となりましたが、6 月 26 日（金）、5 年生が田んぼアートの田植えを行いました。地域の皆様に教えていただきながら植えられた

苗には、全校で決めた一文字「光」への思いも込められています。田んぼをお貸しいただいている方をはじめ、準備や運営にご協力いただいた皆様に心

より感謝申し上げます。 

児童の手で植えられた苗は、これから季節の移り変わりとともに生長し、やがて田んぼいっぱいに大きな「光」を描いていきます。その日を迎えるまで

の変化も含めて、学校・家庭・地域の皆様とともに楽しんでいきたいと思います。 

 田植えの日、5年生は田んぼに入りました。足元は泥。手元には苗。水の中では、思うように体

を動かすことができません。まっすぐ植えようとしても、少し曲がる。間隔をそろえようとして

も、思った場所に手が届かない。そんな場面が、田んぼのあちらこちらにありました。 

 けれど、地域の方の声を聞き、友達の動きを見ながら、児童は一株ずつ苗を植えていきました。

うまくいかないからこそ、もう一度確かめる。隣と比べながら、手の位置を直す。田んぼの中に

は、そんな真剣な時間が流れていました。 

 ここで大切なのは、最初からきれいにそろうことではないのだと思います。ずれながら、直しな

がら、声を聞きながら、少しずつ列ができていく。その過程そのものに、学びがあります。 

 学校もまた、同じなのかもしれません。考え方も、得意なことも、感じ方も一人一人違います。そ

れでも、同じ景色を見て動くときばらばらだったものが、だんだんと一つの形をつくっていきま

す。 

 やがて田んぼには、全校で決めた一文字「光」が浮かび上がります。その文字は、初めから整っ

ていたものではありません。泥に足を入れた児童の手、教えてくださった地域の方の言葉、準備

に関わってくださった皆様の時間が、田んぼの中で少しずつそろっていくことで現れてくるもの

です。 

 そろわないところから、そろっていく。田んぼに現れる「光」は、その過程をくぐったからこそ見

えてくる輝きなのだと思います。 



 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

６月に入り、学校ホームページでは、校外学習、集会、授業、地域での活動など、

五小の様子を随時お知らせしてきました。今回は、6 月中旬までに掲載した記事の

中から、主な出来事を紹介します。 

なお、6月中のその他の記事については、7月発行予定の五小だよりで改めてお

届けする予定です。 


